
【写 真】

被災状況
（土砂流出）

                      【新規】

環境・景観
への配慮

　木製残存型枠等の木製品を積極的に使
用し、渓流生態系や景観に配慮する。

①総事業費　182,000千円
②事業目的　荒廃渓流の復旧
③事業内容　治山ダム工7基、山腹工0.17ha
④事業期間　令和５年度～令和８年度

①総事業費　0千円
②事業内容　令和５年度からの新規事業

①事業費　   65,000千円
②事業内容　治山ダム工 2基

国：50％,府：50％,市町村：-％,その他：-％
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負担割合

現況等

　当該箇所は、集落の上流であり、山地災
害危険地区として判定している箇所でもあ
る。令和４年７月豪雨により山腹崩壊が発
生したため、下流の人家裏及び道路へ大
量の土砂及び流木等が流出した。渓流内
には依然として不安定土砂が堆積してお
り、被害拡大の恐れがあるため、早期の
復旧対応が必要である。

コスト削減
　府内産間伐材製品（木製残存型枠等）を
積極的に使用し、社会的ｺｽﾄ(ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺ
ｽﾄ)の縮減に努める。

事業効果
　治山ダム工及び山腹工を施工すること
により、早期復旧を図り、地域住民の安
心・安全を確保する。

事業名 治山事業（復旧治山）

地区名
　フリガナ ﾌﾅｲｸﾞﾝｷｮｳﾀﾝﾊﾞﾁｮｳｶﾏﾀﾆｵｸ

（船井郡京丹波町鎌谷奥　地内）

事業主体 京都府

【位置図】 【概要図】

渓流荒廃状況

山腹崩壊状況１

令和5年度事業
治山ダム工2基

後年度計画
治山ダム工５基 山腹工A=0.17ha

山腹崩壊状況２


